
豊川市における 
 

地域包括ケアモデル事業の取組 

（地区医師会モデル） 

 

 

 

 

 



豊川市はこんなところ 
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第8回B-1グランプリの開催地 
（平成25年）  

 

 

 

 

四季折々の 
美しい自然 

佐奈川の桜と菜の花 

豊川いなり寿司 

 豊川稲荷 



豊川市はこんなところ 
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スポーツの力で元気になる 
豊川リレーマラソン 豊かな歴史と伝統が息づいている 

御油の松並木 



豊川市はこんなところ 
 
地区分析 
 
・豊川市人口：185,690人 
・高齢者人口：  46,348人 
・高 齢 化 率：  25.0% 
（H28.10.1現在） 
  
・４つの日常生活圏域 
・モデル事業実施地区：南部圏域 
 高齢化率が最も高い26.6％  
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豊川市はこんなところ 
 

地域の医療・福祉資源の把握状況 
 
・WEB版地域資源マップ 
    （きらっと☆とよかわっ！ガイドマップ） 
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ここをクリックし 
欲しい情報を検索 

     表示された施設アイコンをクリックすると 
     地図や詳細な基本情報が閲覧できる 

ちなみに掲載されている 
                               
診療所・病院：85か所 
                               
歯科診療所・病院：77か所 
                               
薬局：79か所 
                               
介護サービス事業所：272か所 
                              
（特に急増：訪問看護ステーション12か所） 



豊川市の「強み」と「弱み」 

・ 医療分野での協力が得やすい環境がある 

・ 介護事業者間の団結力が強く、連携が取れている 

6 

「強み」 

「弱み」 

・医師の中での温度差がまだまだある 

・分析、対策が不十分 
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モデル事業3年間の取組状況 

１ 医療・介護連携に関する取組み 

２ 予防に関する取組み 

３ 生活支援に関する取組み 

４ 住まいに関する取組み 

５ 認知症に関する取組み 
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１ 医療・介護連携に関する取組み 

（１）研修・広報・普及啓発の取組み 

（２）ＩＣＴ利活用推進の取組み 

（３）支援体制構築の取組み 
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１ 医療・介護連携に関する取組み 
（１）研修・広報・普及啓発の取組み ※特徴的な事業を抜粋 
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① 提案募集型研修の実施 

② 市民フォーラムの実施 

③ 戦略的普及啓発 

④ 各種普及啓発及び啓発物の作成 



１ 医療・介護連携に関する取組み 
（１）研修・広報・普及啓発の取組み ※特徴的な事業を抜粋 
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① 提案募集型研修の実施 

【本取組みの狙い・留意点など】 

・「研修疲れ・やらされ感」を減らしたい 

・事業を通じ、各種団体間だけでなく、各種団体と当セン 

 ター間での連携も深めたい 
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①研 修 名 在宅歯科医療における歯科医師会と介護保険関係事業者連絡協

議会（居宅介護・介護予防支援部会）との合同研修会 

開 催 日 平成27年10月22日（木） 

開催場所 豊川市民プラザ 

内   容 歯科医師及び歯科衛生士による講演及びグループワーク 

参加者数 ９９名 

②研 修 名 レクリエーション研修会 理念と実技・応用 

（施設部会と通所介護・リハ部会との合同研修会） 

開 催 日 平成28年2月17日（水） 

開催場所 小坂井生涯学習会館 集会室 

内   容 レクの理念の把握と応用力を身につける 

 参加者数 ３７名 

 

【実績】 
①研 修 名 介護保険関係事業者連絡協議会（施設部会、訪問介護・訪問入

浴部会、通所介護・通所リハビリ部会）合同研修会 

開 催 日 平成2８年７月22日（金） 

開催場所 ゆうあいの里 ふれあいセンター 

内   容 講義及び実技「楽ワザ介護術」 

参加者数 60名 

②研 修 名 薬剤師会・介護保険関係事業者連絡協議会 全体研修会 

開 催 日 平成28年８月２０日（土） 

開催場所 豊川市民プラザ 

内   容 薬の管理や残薬問題についての講演 

各職種による座談会形式の意見交換会 

 参加者数 106名 

③研 修 名 歯科医師会・介護保険関係事業者連絡協議会「口腔ケア講習会

（実習付き）」 

開 催 日 平成2８年１１月１７日（木） 

開催場所 歯科医療センター 

内   容 講義「介護職向け口腔ケア」 

歯科衛生士による実践研修  

参加者数 52名 

 

Ｈ２７年度 

Ｈ２８年度 
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実技「楽ワザ介護術」 
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実技「口腔ケア」 



１ 医療・介護連携に関する取組み 
（１）研修・広報・普及啓発の取組み ※特徴的な事業を抜粋 
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① 提案募集型研修の実施 

【今後の取組み・課題・感想等】 

・待つだけでなく、進展させたい事柄に対し、各関係団体に働きかけ、さらなる 

 活性化を目指していく（提案型研修を提案していく） 

・参加者の「動機づけ」ができている、意欲が高い状態での研修実施はとても 

 気持ちがよい 

・アンケート結果についても、いわゆる「大人の回答、お付き合いの回答」では 

 なく、思いのこもったものが多いように感じる 

 



【研修番外編】 こんな研修もやりました。 
○職員向け研修 

１）日時：平成26年9月11日（木）15時～16時30分 

  場所：本庁会議室  

  テーマ：「超」高齢社会 

      地域を支える必要不可欠な視点とは 

      ～在宅医療・介護の連携、包括ケアシステムの事例から～ 

  講師：東京大学高齢社会総合研究機構 特任教授 辻 哲夫 氏 

  研修対象者：市職員  参加者数：93名 
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 市人事課との協働にて開催した研修。 

 人事課に対し、高齢化問題は様々な政策分野で考えなければなら 

ない旨、熱くプレゼンしたところ、職員研修として開催することが 

可能となった。 

 同様に、講師へも熱くプレゼンさせていただき、「市をあげて取 

り組まれる姿勢に心打たれた」と快諾いただくことができました。 

高齢化問題は、
様々な政策分野で
考える必要あり!! 



１ 医療・介護連携に関する取組み 
（１）研修・広報・普及啓発の取組み ※特徴的な事業を抜粋 
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② 市民フォーラムの実施 

【本取組みの狙い・留意点など】 

・市民に「伝える」ではなく、「伝わる」ことを重視 

・準備段階からの多職種連携 

・集客で悩むことを少なくしたい（動員はかけたくない） 
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【実績】 

Ｈ２７年度 

Ｈ２７年度は、市内のボランティア団体（子どもミュージカル）とも協働し、 

Ｈ２８年度は、市内で在宅看取りを経験された一般の方にも協力いただいた。 

⇒ 集客への影響も。 

Ｈ２８年度 
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【演劇】 

「自分らしく生きる」 

Youtube 公開中 

検索してみてください。 
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創作落語「天国からの手紙」 



                           

 

フォーラム終了後の新聞記事 



１ 医療・介護連携に関する取組み 
（１）研修・広報・普及啓発の取組み ※特徴的な事業を抜粋 
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② 市民フォーラムの実施 

【今後の取組み・課題・感想等】 

・引き続き、参加者満足度の高く、「伝わる」ものとなるよう意識していく 

・これまでのアプローチから、集客の悩みへの一つの答えを導き出すことができ 

 たように感じている 

 ⇒ 動員をかけるような事態を避けるためには、他部署との協働、関係機関と 

  の協働、地域との協働をしっかりと！ 

   決して、市（事務局）だけで進めないこと！ 



１ 医療・介護連携に関する取組み 
（１）研修・広報・普及啓発の取組み ※特徴的な事業を抜粋 
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③ 戦略的普及啓発 

【本取組みの狙い・留意点など】 

・せっかく実施する取組みを 

 もっと効果的にしたい 



こんな戦略で攻めました ① 
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○一連の流れを作っていく 
 

研修や広報活動も単に事業を行うのでは
なく、次にどんな戦略でいくのかを考え、 

・どこを先に仕掛けていくか 

・どんな波及を期待するのか 

波及する効果を念頭に、次に期待する事
柄を繋げて計画実施する。その繋がりが
あれば効果も倍増、様々な場面でも影響
を与えられる。 

役所職員にも一般住民にも立派な人材育
成になり得る。 

タイミングを逃せば、大きな効果は見込
めない！？ 

・関係従事者の意識向上 
・関係機関との関係づくり 
・同職場内の波及効果 

・超高齢社会の問題意識up 
・他課職場内の波及効果up 
・高齢社会対策の視点と施策化 

・役所職員が話題にし、 
 地域の宣伝マンになる 
・住民の興味･意識が少し向上 

・関係者の口コミで収容効果 
・地域住民間同士での話題 
・地域住民内での波及効果 



 

○一連の流れを作っていく 
 
研修や広報活動も単に事業を行うの
ではなく、次にどんな戦略でいくの
かを考え、 

・なにを先に仕掛けていくか 

・どこに仕掛けていくか 

・どんな波及を期待するのか 

波及する効果を念頭に、次に期待す
る事柄を繋げて計画実施する。その
繋がりがあれば効果も倍増、様々な
場面でも影響を与えられる。 

タイミングを逃せば、大きな効果は
見込めない！？ 

 

エンディングノート配布ととも
にフォーラム周知。 
☆フォーラムへの興味・関心効 
果UP 

概論を聞き、より具体的に知り
たい、家族・友達にも教えたい 
☆家族・地域住民間での話題 
☆口コミで集客効果UP 

 

覚えた知識を他人にも教えたい 
☆地域住民間での話題 
☆地域住民内での波及効果 

こんな戦略で攻めました ② 

 

 
市民・関係者の関心の高いとこ
ろに種まき。（エンディング
ノート無償配布） 
☆マスコミ・関係者の口コミで
配布効果UP 
 



１ 医療・介護連携に関する取組み 
（１）研修・広報・普及啓発の取組み ※特徴的な事業を抜粋 
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③ 戦略的普及啓発 

【今後の取組み・課題・感想等】 

・普及啓発に関しては、特に、“一粒で二度おいしいやり方“を追及していく 

 ⇒ キーワードは、政策間連携・地域連携 
・他部署の関連事業とコラボすることで、互いの実績とすることができ、 

 クオリティも上がり、なおかつ、集客にも困らなくなる 

 （これは、地域の企業や団体などとの連携においても同様） 
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【政策間連携】図書館コラボ展示 

「認知症を知る」展示 ｢地域包括ケアってなに？｣展示 



１ 医療・介護連携に関する取組み 
（１）研修・広報・普及啓発の取組み ※特徴的な事業を抜粋 
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④ 各種普及啓発及び啓発物の作成 

【本取組みの狙い・留意点など】 

・切り口はさまざま、あらゆるジャンルを網羅したい 

・普及啓発にあたっての武器がたくさんほしい 
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啓発ポスター 市広報特集 
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出前講座の様子 

出前講座チラシ 
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地域包括ケアパンフレット 
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エンディングノート 
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１ 医療・介護連携に関する取組み 
（１）研修・広報・普及啓発の取組み ※特徴的な事業を抜粋 
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④ 各種普及啓発及び啓発物の作成 

【今後の取組み・課題・感想等】 

・一度やって終わり、作って終わりとしない 

・常に見直しを念頭に 

・啓発物についても、戦略的に活用していく 

・エンディングノートの反響の大きさに驚いた 



１ 医療・介護連携に関する取組み 
（２）ＩＣＴ利活用推進の取組み ※特徴的な事業を抜粋 
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① 電子＠連絡帳関係説明会・研修会の実施 

② 啓発リーフレットの作成 



１ 医療・介護連携に関する取組み 
（２）ＩＣＴ利活用推進の取組み ※特徴的な事業を抜粋 
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① 電子＠連絡帳関係説明会・研修会の実施 

【本取組みの狙い・留意点など】 

・電子＠連絡帳の新規登録事業者（施設等）を増やしたい 

・施設内の登録スタッフ数を増やしたい 

 → 利用者を増やして、利便性を向上させたい！ 
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年 度 H26 H27 H28 

患者登録数（年度末時点） 70 285 888 

前年度との比較（増加率） ― 407.1％ 311.6％ 

電子＠連絡帳の活用状況 

（H28.2現在） 

事業名 実施期間 回数 参加実人数 

電子＠連絡帳説明会 H26年5月～6月 5 164 

電子＠連絡帳デモ操作研修会 H27年9月～12月 4 50 

電子＠連絡帳出前講座 H28年3月～ 21 118 

電子＠連絡帳説明会（施設管理者向け） H28年8月 3 64 

電子＠連絡帳関係説明会等開催状況 

（H28.2現在） 
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電子＠連絡帳システム説明会 

電子＠連絡帳デモ操作研修 



39 
電子＠連絡帳に関する新聞記事 



１ 医療・介護連携に関する取組み 
（２）ＩＣＴ利活用推進の取組み ※特徴的な事業を抜粋 
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① 電子＠連絡帳関係説明会・研修会の実施 

【今後の取組み・課題・感想等】 

・年々患者登録数が増え、県内での利活用状況比較でも 

 かなり上位となっている 

・今では連絡や連携に欠かせないものとなっている 

・画面処理のスピードが遅く、さらなる普及啓発の妨げ 

 となっている。 



１ 医療・介護連携に関する取組み 
（２）ＩＣＴ利活用推進の取組み ※特徴的な事業を抜粋 
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② 啓発リーフレットの作成 

【本取組みの狙い・留意点など】 

・電子＠連絡帳について、広く市民に周知したい 

・関係多職種が患者の同意を得る際に使える資料がほしい 
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啓発リーフレット 



１ 医療・介護連携に関する取組み 
（２）ＩＣＴ利活用推進の取組み ※特徴的な事業を抜粋 
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② 啓発リーフレットの作成 

【今後の取組み・課題・感想等】 

・分かりやすく、患者説明にも使えると高評をいただいた 

・患者登録数増加のひとつの要因となった 

・引き続き、活用について関係多職種へ周知していく 



１ 医療・介護連携に関する取組み 
（３）支援体制構築の取組み ※特徴的な事業を抜粋 
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① 介護施設共通健康診断書の作成 

② 医療機関連携情報シート集（医科・歯科）の作成 

③ 在宅高齢者訪問歯科（歯周病）健康診査の実施 

④ 多職種連携の手引きの作成 

⑤ 実証実験（訪問歯科・薬科）の実施 

⑥ 評価指標調査の実施 



１ 医療・介護連携に関する取組み 
（３）支援体制構築の取組み ※特徴的な事業を抜粋 
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① 介護施設共通健康診断書の作成 

【本取組みの狙い・留意点など】 

・患者（サービス利用者）の経済的負担を減らしたい 

・医師の負担を減らしたい 
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介護施設共通健康診断書 （豊川市医師会） （個人情報取扱注意）

　　 ふりがな

①氏　名 ② ③ 　 年 月 日生 歳

電話( ) -

1 　発症日 年 月 日 安定 不安定

2 　発症日 年 月 日 安定 不安定

3 　発症日 年 月 日 安定 不安定

4 　発症日 年 月 日 安定 不安定

5 　発症日 年 月 日 安定 不安定

⑥主な既往歴

 胸部Ｘ線検査

 コメント

異常なし

 （ 年 月 日実施）

血圧 mmHg 脈拍 分 整 不整 実施不能

⑨実施中の処置 留置カテーテル 褥瘡処置 経管栄養 中心静脈栄養 人工肛門 吸引 透析

なし インシュリン注射 酸素療法 気管切開 胃瘻 その他（ ）

特記事項：

（感染症等）

障害高齢者の日常生活自立度（寝たきり度）：  自立 Ｊ1 Ｊ2 Ａ1 Ａ2 Ｂ1 Ｂ2 Ｃ1 Ｃ2

認知症高齢者の日常生活自立度： 　　自立 Ⅰ Ⅱa Ⅱb Ⅲa Ⅲb Ⅳ Ｍ 問題行動：

上記の通り診断する。 平成 年 　月 日

　　　下記条件に従い複写することに同意する。 この診断書を複写することに同意しない。

（いずれかにチェックを入れてください。病状が不安定または複写が不適切な場合には“同意しない”にチェックしてください）

 医療機関名 医師名 印

 所在地 ) - ) -

記載上のお願い： １. 介護サービス利用、施設入所の際、この診断書の内容だけでは不十分な場合があるので、必要に応じて血液検査や画像診断の結果等を

添付してください。 ２. この診断書の使用期限は診断日から１年間です。（記載日の患者の状態を１年間保証するのではありません。）

◎複写の条件：  １. 使用期限（上記診断日から１年以内）内に限る。  ２. 複写が出来る者は、本人及び本人から文書で委託を受けた介護支援専門員のみです。

 ３. 上記「複写することに同意する」欄に記載医師がチェックしていること。

複写実施者名 印  実施日 年　　　　　月　　　　　日

診断書記載医師同意確認日 年　　　　　月　　　　　日

注意点 ①この診断書を複写する場合は、必ずその都度診断書記載医師に連絡し、同意を得て下さい。②上記同意欄にチェックが無い場合はもちろん、複写にあたっ

て連絡した際に診断書記載医師が複写に同意しない場合は、絶対に複写しないで下さい。③複写は必ず原本から行い、複写したもの各々に日付と実施者の氏名を記

入し、捺印をして下さい。

電話 ( ＦＡＸ (

あり

⑧使用中の薬剤
 * 用法、用量を記入し

　　て下さい

生年月日性別

④住　所

⑤現在の病名
＊介護サービス提供上

　重要なものから順に

　記入して下さい。

⑦病状及び経過

／

介護施設共通健康診断書 
 
使用のルールとともに、 
東三河ほいっぷネットワーク豊川市の 
ポータルサイト中、「各種様式・資料等」
からダウンロードできます 
 
「ほいっぷ 豊川市」で検索♪ 
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① 介護施設共通健康診断書の作成 

【今後の取組み・課題・感想等】 

・実際の利用等について情報収集を行うとともに、引き続き、書式についての普 

 及啓発を行っていくことが必要 

・現在、電子＠連絡帳の標準書式として搭載できるよう準備を進めているが、 

 早期に電子＠連絡帳への書式搭載を完了し、情報共有していきたい 
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② 医療機関連携情報シート集（医科・歯科）の作成 

【本取組みの狙い・留意点など】 

・主に、ケアマネジャーの不安を和らげたい（負担を減らしたい） 

・医療機関の基本情報を集約する 

・医療機関との調整方法や担当者などを集約する 

・相談タイム（いわゆるケアマネタイム）を集約する 
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１ はじめに 

「医療機関連携情報シート集」は、医療・介護に携わる皆様の連携を推進するため、豊川市医

師会が実施した在宅医療に関するアンケート（平成 27 年 9 月）の結果をもとに、医療機関ごと

に連携情報シートとしてまとめたものです。 

是非、ご活用ください。 

 

２ 医療機関連携情報シートの見方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●自由回答やその他については、基本的にアンケートの回答をそのまま表記しています。 

●記載内容に誤り、追記、修正等がある場合は、随時ご連絡ください。 

 

医療機関名・所在など、公表され

ている基本情報について掲載してい

ます。 

基本情報欄① 

基本情報欄② 

連携情報欄 

※１ 面談を希望する方が医療機関 

に連絡をする際、どのような方 

法で、どなたと面談の調整を行 

うことが好ましいかについて記 

載しています。 
 

※２ ＴＥＬ・面談など、医療機関 

への連絡は、なるべくこの時間 

帯に行うことが好ましく、この 

時間帯であれば、医療機関側も 

極力対応できるよう配慮すると 

いう時間帯について記載してい 

ます。 
 

※３ 面談以外の方法により、医療 

機関に問い合わせしたい場合 

に、どのような方法があるのか 

を記載しています。 

TEL

FAX

E-mail

1 職名 氏名

2 職名 氏名

手段

月

火

水

木

金

土

医療機関名
日常生活圏域

中学校区

所　　　在

〒

在宅医療の

取組み

在宅療養支援診療所 届出あり 届出なし

訪問診療の実施 している していない

往診の実施 している していない

医療用麻薬施用者免許 あり なし

認知症の

取組み

診察
診察する 診察しない

条件付で診察する （条件：　　　　　　　）

後見制度書類作成

多職種連携

面談調整方法
方法

連絡先

診断書を作成する 診断書を作成しない

診断書・鑑定書どちらも作成する

条件付で作成する （条件：　　　　　　　）

面談調整担当者（優先順位）

：　　　～　　　： ：　　　～　　　：

相談主旨の事前情報提供
必要 不要

相談タイム

（TEL・面談可能な時間）

※原則となります。

（対応できない場合もあります）

午前 午後

：　　　～　　　： ：　　　～　　　：

：　　　～　　　： ：　　　～　　　：

：　　　～　　　： ：　　　～　　　：

：　　　～　　　： ：　　　～　　　：

問い合わせや面談についての必要事項

：　　　～　　　： ：　　　～　　　：

面談以外の問い合わせ方法

TEL FAX

電子＠連絡帳 E-mail

その他 （       　　　　　　　　）

在宅医療の取組みや認知症の取組

み等について記載しています。 

認知症の診察については、認知症

そのものの診察ではなく、認知症の

疑いがある患者が受診した際、診察

をするかしないかという意味です。 
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② 医療機関連携情報シート集（医科・歯科）の作成 

【今後の取組み・課題・感想等】 

・シート集に記載してある内容が、常に最新のものとなるようにする 

・シート集自体の普及啓発がまだまだ不足している 

・普及啓発にあたっては、相談タイム（いわゆるケアマネタイム）について、 

 義務付け感がでないように留意する 
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③ 在宅高齢者訪問歯科（歯周病）健康診査の実施 

【本取組みの狙い・留意点など】 

・訪問歯科診療を実施する歯科医療機関を増やしたい（きっかけを作りたい） 

・口腔機能の管理が受けられる体制･環境の整備 

・ケアマネ･家族等介護関係者の意識向上 
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在宅高齢者訪問歯科（歯周病）

健康診査のご案内

■70歳（昭和20年4月2日生～昭和21年4月1日生）

■要介護4～5（介護保険要介護認定）

■申込書（本チラシ裏表紙切取り）

■介護保険被保険者証（提示または写しの添付）

■歯周病健診無料受診券（※健康診査実施当日）

■無料

豊川市では、今年度から、70歳で歯科医院への通院が困難な、寝たき

り等の高齢者の方を対象に、訪問歯科（歯周病）健康診査を実施します。

口の中を清潔に保つことは、全身の健康を管理するうえでも大切です。

また、誤えん性肺炎の予防にもつながります。ぜひ、ご相談ください。

■平成28年5月2日～平成29年2月13日

■ご自宅に歯科医が訪問して、歯科（歯周病）健康診査を行います。

（健康診査の内容については、個別郵送される「70歳歯周病健診のお知らせ」を

ご参照ください）

対象者：歯周病健診対象者（節目年齢）のうち、 

    ７０歳、要介護４･５（介護保険要介護 

    認定）の方で、訪問による歯周病健診を 

    希望する方 

費 用：無料 

   【歯周病健診費用：保健センター】 

   【在宅訪問諸経費：在宅医療連携推進センター】 
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③ 在宅高齢者訪問歯科（歯周病）健康診査の実施 

【今後の取組み・課題・感想等】 

・保健センターで実施している歯周病健康診査の対象者が少ない 

・既に口腔機能の管理がされている方が思っていたより多かった 

・在宅支援の一助となるシステムが創設できたので、モデル事業担当課から健診  

 担当課へ引継ぎ、継続実施する 

・要介護者及び関係者への啓発を行い、要介護者の口腔機能低下を防いでいく 
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④ 多職種連携の手引きの作成 

【本取組みの狙い・留意点など】 

・多職種連携のシステムやルールを可視化したい 

・連携に必要な帳票類等を整備したい 

・新たにできてくるルールや書式などを集約できる場所としたい 
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在宅医療・介護

豊川市在宅医療・介護連携協議会

平成２９年３月

多職種連携の手引き

【掲載内容】 

・在宅療養に必要な多職種連携の 

 ルール 

・ICTツールの活用による連携 

・研修・講演会等を通じた連携 

・在宅医療・介護の連携ルールに 

 関するQ＆A 

・各種様式・資料等 
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④ 多職種連携の手引きの作成 

【今後の取組み・課題・感想等】 

・多職種連携のルールに関する「プラットフォーム」として活用していく 

・今後も関係多職種の意見に耳を傾け、各種会議や団体内・団体間での調整 

 の結果導き出されたルールや書式等を集約し、使い勝手のよさを追求して 

 いく 
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⑤ 実証実験（訪問歯科・薬科）の実施 

【本取組みの狙い・留意点など】 

・訪問歯科診療、訪問歯科衛生指導及び訪問薬剤管理指導を必要と 

 する患者（サービス利用者）がどのくらいいるのか調べたい 

・これらのサービスをもっと普及していきたい 
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歯科のチェックシート 薬科のチェックシート 
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⑤ 実証実験（訪問歯科・薬科）の実施 

【今後の取組み・課題・感想等】 

・引き続き、実証実験に関わった医療機関・協力事業所間で意見交換を行う 

・運用ルール及びチェックシート等の修正について検討する 

・どの項目は常に点数が高い・低いといった偏りなど、実証実験データの 

 詳細な分析を行う 
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⑥ 評価指標調査の実施 

【本取組みの狙い・留意点など】 

・事業の進展に伴い、各種取組みを行ったことでどのような成果や 

 変化があったのか、客観的な指標等による事業評価が必要 

・調査にあたっては、可能な限り現場の負担を軽くしたい 

・受け取り方によって回答がぶれるような曖昧な表現は避ける 
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⑥ 評価指標調査の実施 

【今後の取組み・課題・感想等】 

・様々な角度から詳細なデータ分析を行うことにより、次の取組みにつなげて 

 いく（PDCAサイクルによる事業のブラッシュアップ） 

・負担の軽減を意識し、また、回答がぶれるような曖昧な表現は避けたつもり 

 であったが、実際に実施してみると、もう少し補足や例示が必要と感じる 

 ところもあったため、次回調査に反映していく 



２ 予防に関する取組み 

（１）市民向け終活講座の開催 

（２）介護予防教室の開催 

（３）介護予防サポーター養成講座の開催 
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２ 予防に関する取組み 
（１）市民向け終活講座の開催 
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【本取組みの狙い・留意点など】 

・「終活」について、市民が具体的に学ぶ機会を作る 

 （より良く生きるヒントをお伝えしたい） 

・今後の人生について立ち止まり、自分の人生を振り返る、整理する機会を作る 

 （そのための媒体としてエンディングノートを活用、啓発したい） 



65 

 【参加者数】 
 

 【第１回】在宅医療について 

      ８１人 

 【第２回】在宅介護について 

      ８１人 

 【第３回】成年後見制度・権利擁護について 

      ６４人 

 【第４回】遺産・相続と遺言について 

      ７９人 

 【第５回】葬儀・お墓について 

      ７１人 
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終活講座の様子 

入棺体験の様子 
生きているうちに入棺体験すると、 

長生きするってホントかな！？ 



２ 予防に関する取組み 
（１）市民向け終活講座の開催 
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【今後の取組み・課題・感想等】 

・定員６０名に対し、各回定員を超える参加となった（募集から１週間で定員 

 オーバーしたため、その後は積極的なＰＲを控え、申込みは極力受け入れた） 

 市民のみなさんの関心の高さを改めて痛感するとともに、戦略的広報の効果も 

 あったものと思う 

・関心の高いテーマであるため、今後、エンディングノートの活用も絡めて、 

 どのように普及啓発していくか検討していく必要がある 



２ 予防に関する取組み 
（２）介護予防教室の開催 
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【本取組みの狙い・留意点など】 

・介護予防教室の内容充実と拡充 

・介護予防リーダーやリハビリ職等の人材活用 
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事業名 ちから塾フォローアップ教室（介護予防） 脳ちから塾（認知症予防） 

内容 

従来から行っている介護予防教室後に、運動の継続
を取り入れたフォローアップ教室を開催し、高齢者
の意欲の向上と運動の継続や習慣、自主サロン化等
に繋がるよう取組む。 
毎回、座談と体操の要素を取り入れた教室。 

平成24年度から開始した認知症予防教室
（くもん式学習療法）に、介護予防リー
ダーを導入し、体を動かす運動時間を取り
入れ、予防の効果をさらに高めるための内
容充実を提案。 

年度 H26年度 H27年度 H28年度 H27年度 H28年度 

回数 1クール全12回 2クール全18回 1クール全7回 2クール全40回 1クール全20回 

実
績 

実人数 41 16 24 28 16 

延人数 211 123 129 502 317 



２ 予防に関する取組み 
（２）介護予防教室の開催 
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事業名 マシンなし運動器機能向上教室（委託事業） マシンあり運動器機能向上教室（委託事業） 

内容 
リズム体操やストレッチ、レクリエーション等
を用いて、運動器の機能が向上するように集団
指導を主体に実施。 

マシンを使って運動器の機能が向上するように
個別指導を主体に実施。 

年度 H26年度 H27年度 H28年度 H26年度 H27年度 H28年度 

回数 2ｸｰﾙ全36回 4ｸｰﾙ全72回 8ｸｰﾙ全144回 1ｸｰﾙ全18回 2ｸｰﾙ全36回 2ｸｰﾙ36回 

実
績 

実人数 33 62 132 10 19 13 

延人数 360 875 
1,792 

（1月末時点） 
139 306 

184 
（1月末時点） 


